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【背景】 

メタボリックシンドローム（MetS）と死亡リスク増加との関連が広く認識されつつある。身体的健康問題に関する患者自

身の意識やその行動評価は、患者に積極的な健康行動をとらせる、または代謝をコントロールさせるうえでも重要なパ

ラメータである。 

 しかしながら、身体的健康問題を抱える統合失調症患者における健康意識の違いが MetS をはじめとした身体的健康

問題と関連しているかどうかはまだ十分把握されておらず、同様の報告も少ない。本研究では、身体的健康に対する患

者の意識と MetS 罹患率の関連について、さらに治療環境（外来 vs 入院）によって身体的健康に対する意識に違いが

あるかどうかを検討した。 

【方法】 

 2012年 1月～2014年 7月にかけて、患者の健康意識に関する質問票［外来：22 項目(supple 1)、入院：20項目（supple 

2）］を作成して調査を行った。それぞれ項目を点数化（より健康的な意識ほど高い点数）した。 

対象は日本精神科病院協会加盟施設に外来通院または入院中で、DSM-Ⅳ-TR または ICD-10 で統合失調症と診断

されているものとした。また、MetS の診断は、ATPⅢ-A の基準を用いて行った。対象の臨床特徴については、t 検定お

よびカイ二乗検定を用い、身体的健康に対する患者の意識と MetS 罹患率の関連についてはロジスティック重回帰分析

を用いてそれぞれ解析を行った。 

【結果】 

 最終的に 20歳以上、性別、治療環境、MetS 診断の情報を有する外来 2213 例、入院 4363 例を解析対象とした。BMI、

血圧、中性脂肪、LDL-コレステロール、空腹時血糖は外来患者よりも入院患者で低かった。また、Mets 罹患率は外来で

34.7％、入院で 13.2％であった。 

 ロジスティック重回帰分析の結果から、外来患者では身体リスクに対する関心、健康に関する知識や疾病予防意識が、

また入院患者では疾病予防意識がそれぞれ高い患者ほど MetS 罹患率が低いという結果を得た。 

 

【結論】 

本研究より、MetS 罹患率には身体リスクに対する関心と健康知識、疾病予防意識の高さが関連している可能性が示

唆された。健康状態に対する患者側の意識の低さは、内服治療へのアドヒアランス低下や代謝系の身体的リスク増加に

影響を及ぼすとされ、今後改善すべき重要な課題と思われる。また、今回は MetS 罹患率と関連する因子として、入院患

者では「身体リスクに関する関心と知識」は検出されなかったが、入院または外来という治療環境では、治療も含めた生

活習慣全般のマネージメントが異なることによるかもしれない。 

現在、日本では精神科医療の地域移行が進められているが、多くの入院患者は身体的健康に対する関心や知識が

低いものと推察される。したがって、地域移行を進めるうえでも、特に長期の入院患者には退院へ向け、身体的健康に

関する教育プログラムが必要と考えられた。 


